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できています。｢ならやま里山林整備｣への誘
いざな

いは、大きな決断であったと思います。

田畑の復活、無農薬・有機栽培を基本とす

る事、園芸種の持ち込みや他地域からの生物

の搬入をしない等の原則は、今も大きなバッ

「奈良・人と自然の会」の創設者であり、初代 クボーンとなっています。ご自身は｢ナスクラ

会長として「会」の基礎を築かれ現在に至る最 ブ｣での無農薬・有機栽培を実践、数年の試行

大の功労者です 現役として元気でご活躍です 錯誤の後、栽培技術を完成させ、見事な成果。 。

その草創 を上げておられます。さらに｢トマト栽培｣へ

期、それぞれ の挑戦、果樹園への支援と意欲的な日常が続

一家言ある“ いています。一方「歴史文化クラブ」での活

、 、つわもの会員 躍は 記紀1300年を大きなテーマとして捉え

を取り纏め 奈良県内や周辺地区への探訪へと 多くの同” 、

幅広い自然の 好の士を集め、会員の心をとらえて離しませ

ジャンルの中 ん。あくなき探究心の下定着しています。

で進路を定め 俳句は、リタイヤ後に嗜むようになられた

てゆく、大変 と聞いています。季題は俳句の重大要素です

なご苦労があ が、その数多い季語の知識を吸収しつつ、若

った事と思います。大人の風格、リーダーとし さと頭脳のリフレッシュがなされているので

。 、ての資質、包容力豊かといった人格が、着実な あろうと推測しています その情熱の源泉は

「会」の発展へと導きました 「会」の最高意思 シニア自然大学校(大阪)における児童エコ俳。

決定機関である｢幹事会｣では、様々な激論が実 句、数万句の応募の中の宝探し、優秀作品を

に真剣に交わされてきました。激しいやり取り 見出すという気の遠くなるような作業を、毎

はあっても、わだかまりを残さず、いつしか参 年続けておられる事にあるのでしょう。

加者にやる気を起こさせ、それぞれの「力」が 日々何かと忙しくしておられます。幸い健

引き出されてきているように感じます。温かい 康には恵まれておられますが、ご自愛くださ

心と思いやりが、根底にあるからなのであろう って、今後もさらなるご指導くださる事を願

と推測しています。 っています。 (阿部 和生)

若き頃「伊勢湾台風」という強烈な自然災害

と直接向き合われた体験があり、自然の持つ恐

るべき脅威を知り、一方でその素晴らしさを知

ることから「自然の恵みの有難さに感謝」と言

う概念を持たれたのであろうと思っています。

自然環境問題への並々ならぬ関心をお持ちで、

かねてより甚大な自然災害を憂い、活動の原点

としておられるように思っています。社会貢献

事業への方向づけは、｢会｣の新しい展開を呼び

込む形となり、自然＝森林＝緑＝里山へと進ん （佐保川堰堤での花見会にて・中央）
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たので、作業は午前中でお終り。幸か不幸か

活動終了直後激しい雨となった。

里山Gは昨年の継続でカシナガ被害木の伐

◆12月26日（木） 曇り一時小雨 55名 採。農園Gはエンドウ類の支柱つくり。景観G

昨年最後の活動日で、午後は雨との予報につ は昨年からの宿題となっていたJR線路脇の水

き、活動は11時に終え、正月準備に入った。 たまりの落ち葉の引き上げ作業。水路から中

ベースキャンプの入り口には大きな門松が飾 段へ、中段から上の段へ、さらに落ち葉置き

。られた。 場へとの連続作業で大掛かりな作業となった

里山Gは、カシナガ被害木の伐採を継続実施。 池乾し中のタナゴ池では溜まった水の排水作

農園Gは、現存の肥料置き場に四阿屋が建てられ 業を実施。

る予定なので、場所の移転を実施。景観Gは、JR

線路脇の水路の落ち葉の清掃を手がけたが、溜

まっている落ち葉量が多くて完了できず、残り

は次回の活動とした。

ならやま池の本年最後の水生生物調査、寒く

なったとはいえ、まだザリガニ、エビ、マツモ

ムシなどは元気。ハマユウ・皇帝ダリアなど寒

さに弱い花の霜囲いを完了。

お昼には男料理教室メンバーによりサンマ寿

司、アジの干物、味噌汁が準備され、その上に

会員からの茶粥の差し入れもあり、皆さん腹一 11時前から餅つきを開始し、黒米など4升を

杯となった。余興として、桜島ダイコンの重量 つき、皆さんきなこ餅、おろし餅など4個前後

あてクイズがあり、見事的中させた方がいた。 を食べ満腹。そのうえ女性会員が朝からベー

工作名人たちによって干支の竹細工の材料が スキャンプ周辺を駆け巡り、春の七草を集め

調えられ、午後多くのメンバーが製作に取り組 て、七草粥が振舞われた。お酒の方は形ばか

み、持ち帰り用のミニ門松も作られて正月準備 りでほんの少々。

が完了。 余興として福袋が準備され、抽選で干支の

竹細工、野菜、イチゴ・バナナなどがお土産

として提供された。

◆1月16日（木） 晴れ 57名＋1名

、里山Ｇはカシナガ被害木の伐採を全て終了

しいたけほだ木の玉切り。農園Ｇはエンドウ

類の支え用の網張り。景観Ｇは竹林の整備、

ビオトープ花壇と皇帝ダリア花壇の囲いつく

り。

、谷道側のしいたけ栽培場で盗難の形跡あり

ロープで栽培場を明示 会員から珍しい物 イ。 （

◆1月9日（木） 曇り 61名＋2名 ノシシ肉とダイコンの煮物）が提供され、美

。 （ ）本年最初の活動で、天気があまりよくなかっ 味しくいただく 木村 裕
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１月１６日（木 、寒い日が続いています。道 12月10日、近大のタナゴ池担当の堀田君と）

路脇にシャシャンボの黒紫とソヨゴの赤い実が 今後のペタキン、タガイ、ヨシノボリの育種

並んでいます。彩どりの少ない時期なので嬉し について打ち合わせをした。

くなってしまいます。シャシャンボの ならやま池には、すでにペタキンの

実を口に含むと甘酸っぱい味がしま 第２世代がいることが確認されている

、 、した。 ので 新たにペタキンは放流しないが

寒さをこらえるようにヒメオドリ タガイとヨシノボリは放流してはどう

コソウが花をつけています。明治時代 かとの意見も伝えた （その後、この提。

中期に帰化したシソ科の植物で、四角 案は北川先生も了承された）

い茎には短い毛を持ち根元で枝分かれします。 12月12日と１月９日にタナゴ池の改修作業

葉には鈍い鋸歯があり、上部は暗紫色で、卵形 を行った。両日とも寒い中、１０数名の方が

。で対生しています。網目状で全体にしわがある 池の水抜きと底を深く掘る作業に参加された

ように見え、揉むと悪臭がします。花は先端の 泥だらけになりながらバケツに入れた泥土を

葉の脇に小さな唇形をした淡い紅紫色の花を沢 手渡しリレーで運ぶ。両日とも作業は1時間半

山つけます。上から見ると放射状に並んでいま ぐらいで終了。これで下段・上段共に深みが

す。可愛い花は笠をかぶった踊り子を思わせま 広がり、池の生物、特にペタキンにとってよ

す。 り良い環境が整った。

オドリコソウと同種ですが、背丈、葉、花の ペタキン育

大きさが半分以下で小さいためにヒメオドリコ 種で一番難し

ソウと名付けられました。姫は小さいものを指 いのは、タガ

。します。 イの増殖です

これまでタガ

イ育種のプラ

ンターは２つ

置き、タガイ

を２グループ

に分けてきま

。 、した しかし

今年はタガイ

の増殖の環境

。 、向上を考えて1つにすることにしました また

ヒメオドリコソウ、ハコベ、オオイヌ プランターにいれるのは真砂土だけだったの[草花]

ノフグリ、ホトケノザ を、落葉や、山土なども砂に混ぜて入れるこ

ミツマタ、ツバキ、ヒサカキ、クロ とにしました。[木の蕾]

モジ、ジンチョウゲ、アセビ その他、プランター、池の一部、水路にク

マンリョウ、ソヨゴ、ヤブコウジ、 ワイを導入するというのも、タガイの増殖に[木の実]

ナンテン、シャシャンボ、ヒサカキ、クチナシ 向けての試みの1つです。ご理解ください。
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暦の上では２月の大部分はもう寒中ではあり 冬のならやまは、とても静かで魅力的です。枯

ませんが、実際には寒の最中です。しかし、陽 葉といっても明るくどこか色っぽい薄茶の落ち葉

光はかなり春に近づいていますので、風のない があたりを覆っています。枯葉茶とはこのような

穏やかな晴天の日には春を待ちかねて 色を云うのでしょうか。しかし、冬のな

いる成虫越冬の昆虫が日光浴に現れる らやまにもいくつかの問題があります。

ことがあります。 葉が落ちて弱くなった樹同士がお互い

チョウでは ルリタテハ キタテハ を支えられなくなったのか、自然倒木が、 、 、

テングチョウ、ムラサキシジミ(下の写 時々見られます。道を横断するように倒

真 、などが日向ぼっこをしているのを れていることもあり、注意せねばなりま）

見ることがあります。この時期は太陽熱を全身 せん。木の梢には枯れ枝がひっかかっており落ち

に浴びるために翅を全開しています。ムラサキ てくる可能性もありますので、こちらも注意が必

シジミなどは、暖かい時期にはたいていは翅を 要です。

閉じて止まり、地味な褐色の面しか見せません もう一つ大

から、翅表の金属光沢に輝く紫色の面を目にす きな問題があ

ると、その美しさに眼福をさえ感じます。 ります。盗難

あまり目立つ存在ではありませんが、草むら です。今まで

の下にナナホシテントウやツチイナゴ（トノサ も花や肥料、

マバッタに似たバッタ 、ときにはキリギリス類 椎茸などの作）

のクビキリギスを目にすることもあります。 物が持って行

オツネントンボ、ホソミオツネントンボとい かれたという

うイトトンボの仲間のトンボがならやまにいま ことがありま

す 「オツネン」とは｢越年」のことで、越冬を したが、最近。

意味します この両種は 冬期は林内にいます はかなり山の。 、 。

林の中は風が当たらず、冷気もあまり厳しくな 中にまでおよ

、 （ ）いからかもしれません。２月の林内を飛んでい び 昨年末に見つけたアカミカラタチバナ 百両

るのを何度か見ています。ホソミオツネントン とシロミカラタチバナのペアのうち、アカミカラ

ボは春にビオトープ池でよく目にし、産卵の光 タチバナがあっという間に無くなってしまいまし

景も見ていますのでここで繁殖していると思わ た。ご丁寧に囲いにしていた竹棒やビニールひも

れますが、オツネントンボの方は畑の付近では も持って行ったようです （囲いをしておいたの。

見ていますが、ビオトープ池では確認できてい が良くなかったのかもしれませんが、これがない

ません。 と後から確認するのが困難だったり、うっかり踏

昆虫ならずとも春の訪れが待たれます。 んでしまったりということもあります ）。

コクランも数が減っているように思われる所も

あります。みんなが楽しみつつ個体も成長するた

めにはどうしたらいいのか、知恵を貸していただ

きたいと思っています。

そうそう、佐保自然の森ではロウバイが咲

き始め、かぐわしい匂いを漂わせています。
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平成２６年：西暦２０１４年 干支：甲午（きのえ うま）に因み

大澤教男さんのクラフト としました。午シリーズ

親子馬▲ 夫婦馬▲ 親子三代▲

竹馬▲ 午▲ 黒馬▲

ドングリ馬▲ 夜明け馬▲木馬▲
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１月９日（木）今年の新春初出式を行いました。 全ての準備が整ったのを見計らって、手作

天気は曇りで、一段落した昼過ぎに通り雨が降 り竹製猪口で阿部顧問の乾杯の発声で新春初

りました。ならやまのメンバー約６０名とビジ 出式が始まり、３色の餅と七草粥を美味しく

ター４名の参加を得て盛大に行うことができま 頂きました。昨年は、４升のお餅でしたが、

した。 ２升増やして正解でした。「美味しい美味しい」

先ず藤田会長より、「今年はグリーンギフトプ の声があちこちで聞かれ、瞬く間に完食。シ

ロジェクトの取組などで忙しくなりそうであり、 ニア世代の食欲に度肝を抜かれた思いでした。

皆様のご協力とご支援をお願いします。」との新 また、鈴木幹事さんから、新春福袋で野菜の

年の挨拶がありました。 詰め合わせ、奈良学クイズの景品など皆様に

１０時過ぎから餅つきを開始。白米・赤米・ 振る舞い、また佐保川自治会長さんからミカ

黒米の三色の餅を４升と、どや餅２升を老若男 ンの差し入れもあり楽しい１日でした。今回

女入れ替わり立ち替わりで搗き、きな粉餅とお も女性の皆様さんに大変お世話になり有難う

ろし餅を作りました。また、ならやま産ナズナ ございました。

など、正しく地産の春の七草粥を大鍋満杯に炊 今年も忙しい年になりますが皆様健康に気

きあげました。 を付けて頑張って下さい。 （冨井忠雄）

面に、南北に一列、不規則に大小10箇く

らいの丸い穴が並んでいます。、屋根の

【問】左の写真は、 軒から落ちる雨垂れが穿った穴ではありませ

奈良のある寺院の「西 ん。軒先はその石より更に外側1.5mのところ

北大門」とも呼称さ にあり、地面のその位置には「雨落溝」が設

れる門の石階段の部 けられています。この穴の名称をお答えくだ

分写真です。最上段、 さい。

基壇の外縁部の葛石 【応募方法】 メール FAX

(かずらいし)の上縁
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月ヶ瀬小学校は、異年齢の班編成でした。

高学年の子どもが、低学年の子どもの面倒を

。今年度の出前教室は、5月28日、育英小学校１ 見ながら行動する姿を微笑ましく感じました

・２年生の「校庭の観察会」で、スタートしま ドングリの観察後にマテバシイの試食をしま

した。 した。最初は「食べたくない」と言っていた

授業としての観察会となったこの学校の先生 子も、他の子が「美味しい」と言って食べる

方は、子ども達に自然に関心と親しみを持つよ 様子に食べ始める場面もあり、子ども同士の

う 通学途中の体験を朝の時間に発表させたり 影響の大きさを感じました。、 、

小動物を教室に飼ったり、色々工夫をしていら

っしゃいます。

私たちには、自然あそびを体験させてほしい

との要望を頂きました。

まだ、入学後間もない１年生でしたが、ヤエ

ムグラでワッペンを作ったり、タンポポの笛を

鳴らしたり、アオキの葉っぱに字を書くことを

楽しんでもらいました。毎年、好評のカタバミ

の１０円玉磨きは、教室でゆっくり時間をかけ

て 「魔法の葉っぱカタバミ」の３つの不思議の、

観察と体験を行い 佐保台小学校の２回目は、昆虫観察会でし

ました。ピカピカ た。広い校庭を、虫取り網を持って駆けまわ

に磨かれた１０円 る子どもの嬉々とした様子に顔がほころんで

玉を持ち帰って、 きます。最初は怖がっていた子も捕まえられ

お家の方とどんな るようになり、大人の役目は虫籠持ちです。

会話がはずんだか チョウやバッタを捕まえた子の呼ぶ声に素早

想像するだけで、 く反応しなければなりません。虫たちにとっ

楽しくなりました。 ては、とんでもない災難でしょうが、子ども

２年生は、カエデのプロペラ飛ばしや、ミラ 達はしっかり自然と触れ合って、いろいろな

ーウォークを楽しみ、ちょっと難しいカラスノ 昆虫との出会いを堪能したことと思います。

エンドウの笛に挑戦しました。鞘の中の豆とそ 今年度、自然教室チームの観察会で、約260

の周りの白い部分を丁寧に取り除いて笛を作り 名の子どもとの出会いがありました。

ます。笛ができても、音を出すのはなかなか難 観察会の前には、下見や打ち合わせ、そし

しく、全員が音を出す事はできず、あとは、先 て準備と忙しい思いをすることも多いのです

、 、生にフォローをお願いして、観察会を終えまし が 観察会を終えたあとの子ども達の笑顔が

た。 私たちを喜ばせてくれます。

その後の観察会は、佐保台小（２回 、月ヶ瀬 次年度もお願いしたいとの声をいただき、）

、 、小、鳥見小、富雄第３小、帯解小（２回）と続 大変嬉しく思っていますが 続けるためには

きました いずれも放課後教室での観察会です スタッフの増員が必要です。興味のある方、。 。

放課後教室はその目的が放課後の居場所作り 一緒に楽しく活動をしませんか。

。ですので、当然、異年齢の子ども達の集団とな 観察会を希望される学校の紹介も歓迎です

ります。 （平岡 久美）
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1月21日池田信明さんのガイド 2月は趣を変えて自然工作を楽し

で奈良公園の自然観察会を行いました。ゲスト みます。参加は自然教室チームメンバーに限

の方2人を含めて13人が参加し、寒い冬をたくま りません。全く自由です。自然観察に興味を

しく生きる植物の姿を観察しました。 お持ちの方は是非ご参加ください。

池田さんが準備してくれた資料に基づいて約 1．日時：2月18日（火）13時～15時頃

40種に及ぶ樹木や草を、ゆっくり、じっくり見 2．場所：奈良市ボランティセンター

て回りました。 奈良市法蓮町1702-1

こんな時期の奈良公園なんて魅力があるのだ TEL: 0742－26－2270

ろうかという不安もありましたが、何の何のい 3．内容： 小学校でできる易しい自然工作」「

ろいろな発見があり、とても充実した一日でし をいくつか作ります。

た。 4．持参物：ハサミ、小刀、ホッチキス、紙ヤ

この時期だからこそしっかり見られる3種類の スリ、マーカーペン、ハンドドリ

ヤドリギ、サメの歯のような枝のカラスザンシ ル、プライヤー、作業用の板、

ョウ、赤い実を残したカマツカ・カナメモチ・ 前掛け（あれば…で結構です ）。

ナナミノキ、我が物顔のフジなど奈良公園の冬 5．担当：櫻木、倉田（0742-62-8460）

の樹木がじっくり観察できました。

また、春を迎える準備を進めているアセビ・

、アオモジ・イヌガシやイヌシデ等を間近に眺め

頑張れよと声をかけたくなりました。

、 、更に、とげだらけのサイカチ、タケがおなか 3月は ならやまパトロール班にお願いして

をつらぬくムクロジ、樹皮部分だけになりなが 第2回目の自然観察会を行います。参加は自然

らたくましく生きているクスノキ、見事な大木 教室チームメンバーに限りません。全く自由

のスギ・ケヤキ・クスノキ等に改めて奈良公園 です。多数のみなさんのご参加をお待ちして

の豊かさを感じました。春や秋の季節に改めて います。

来てみたいものだと思ったことでした。 1．日時：3月10日（月）10時～15時

途中で雨（あられ）に降られたりもしました 2．場所：ならやまベースキャンプ

が、参加者一同十分満足できる観察会でした。 3．案内：守口さん他パトロール班の皆さん

（倉田 晃） 4．担当：倉田、高本、平岡
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前回シギゾウムシについて話しましたが、ゾ 虫は母親が苦労して準備してくれた葉を少し

ウムシにはまだまだ沢山の仲間がいます。みん ずつ食べながら生長します。包みはしっかり

な食べ物は植物食で肉食はしませんので、神戸 と巻いてあり、外側は堅くなっても内部は湿

牛や松阪牛にも無縁です。成虫は新芽や柔らか り気あり、歯がたたなくなることはありませ

い葉が主食ですが 幼虫は葉 果実 樹皮 茎 ん。この包み1個で幼虫が育つだけの食料が確、 、 、 、 、

根など種類によって食べる物がまったく異なっ 保されています。

ています。 オトシブミの仲間にチョッキリゾウムシと

5～6月頃、野山に出かけるとクヌギやコナラ いうのがいます。新芽の先端部に卵を産みこ

の葉先に長さ1cm前後の円筒形をしたものがぶら み鋭い歯でその下をチョキッリ！と切り取り

下がっているのを見かけたことはありせんか。 ます。春先サルスベリ、バラ、ウバメガシの

江戸時代の人は 恋文や直訴など内緒の手紙 巻 新芽が黒くなって枯れるのはこの虫のせいで、 （

紙に記した をそっと地面に落していったので す。） 、

その形がこの巻紙に似ていることから落し文と 変わり者は晩秋～早春に発生するヤサイゾ

ウムシです。名前の通り、ハクサイやホウレ

ンソウ、ミズナなどの葉の隙間に入り込み、

親子水いらずに鍋を囲んでいます。それを知

ら知らずに収穫してそのまま食卓まで運ばれ

ると、レストランや給食のサラダの中に「虫

がいた！」と騒がれる原因となっています。

虫にとっては実に迷惑なことです。

ゾウムシであるにも関わらず、鼻の先が象

になっていないのもいます。マメゾウシと呼

ばれ、もっぱら豆粒の中で幼虫が育ちます。

言われています。 お酒のあてにもなる炒ったソラマメの実に丸

虫の世界では、手紙ではなくてオトシブミと い穴があいていることがあります。これは、

呼ばれるゾウムシの幼虫が住んでいるお宿兼お 成虫がまだ畑で栽培されている豆莢内の豆粒

食事どころです。 に産卵し、孵化した幼虫が豆粒内で成長し、

成虫は1cmにも達しない小さな甲虫で、先端が 収穫され乾燥された頃に成虫となって穴をあ

象の鼻のように長く伸びてはいますが、他のゾ けて飛び出したからで、子供には責任も罪も

ウムシ類とは異なって頭ではなく胸の部分が長 ありません。

くなっています。手先？が非常に器用で、人間

世界にあてはめるとタンスや引き出しを上手に

作る指物師といったところです。一枚の葉のあ

ちらこちらを歯で噛み切って、先端から順次折

り畳んで丸い円筒に仕上げます。もちろん設計

図や下図はありませんが、きちんと予定通りの

物が出来上がります。

この作業は、見世物でもボランティアでもあ

りません。彼女らにとっては大切な作業です。

まずこの中心部に丸い卵を産み、それを傷つけ

ないように包んでゆきます。卵から孵化した幼
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桓武朝780年。東北の地で異民族 蝦夷の大反 しかし、下手をすると貴族に土地を奪われ

乱が起き 征夷大将軍坂上田村麻呂により鎮圧 る不安が生じてきます。自警団として武士階、 、

戦争の無い時代が訪れる。大和朝廷は軍隊を縮 層が力をつけていくのも必然であったのかも

小どころか全面廃止にしてしまう。 知れません。

律令国家では治安維持の為、兵部省（今の自

衛隊）刑部省（今の警察）の機構は残されたも 平将門の乱を歴史は反乱と定義しますが、

のの、兵士は一人も居ない有名無実化してゆき 開拓民の独立運動であったと思います。

ます。どうしてこの様になったのか。 彼の失敗は自ら「新皇」と名乗り百官制度

を作るのですが、朝廷の真似事に終り、失脚

それは前号で書いた宗教的な『穢れ』を貴族 して終います。

階層の人達が畏れ、身分の低い人に委ねていっ のちの平清盛も、ここでは述べませんが同

たからなのです。 じ過ちを犯し、源平合戦の末滅亡してゆきま

都の治安は著しく悪化し、強盗が横行し、野 す。

盗の群れが跋扈し、惨憺たる状態になって行き

ます。朝廷は令外宮（りょうげのかん）として 武士の土地所有権を認め、政治に参加させ

検非違使（けびいし）を設け、下級貴族に任命 る事が出来たなら、歴史の変転は大きく変わ

します。当時の日本は中央集権でしたから地方 ったと思います。この後、鎌倉・室町・江戸

には国司を送ります。何故国家警察を作らなか と、幕府が権力を掌握し『朝幕並存』の時代

ったのか疑問が残りますが、もう一つの事情が が七百年続きますが、権力は一元化するのが

、 、絡みます。 普通なのに 朝廷は武士に滅ぼされる事なく

いま我々は天皇制と民主政治の中で平安な営

これも前号でお話した『荘園』の問題です。 みを享受し、日本人としての誇りを保持して

貴族・寺社など「権門勢家」が土地の私物化を います。

拡大した為、国に租税が入らず国庫は窮乏に瀕

し、例えば藤原道長の子頼通の別荘（のちの平 それにつけても、人間と言う動物は権力と

等院鳳凰堂）の豪奢なものに対し、朝延の持つ 闘争本能に明け暮れて、時代が動いてゆきま

羅城門は、崩れたままホームレスが屯する様相 す。

を呈します。 ふと私が侍の時代に生まれていたら、古代

の農民であったら、激動の戦国・幕末の時代

平安京がこんな状態ですから地方はさらに乱 だったら、と想念をめぐらしてみますが、私

れて行きます。 の偏見では昭和後期が一番だったろうと思え

人々は自ら武器を持ち、武術を鍛え自衛手段 てきます。

を身につけていきます。これが武士の興りの始 現代は、狂騒的で毒々しい色彩感に満ちた

まりです。 世界、古い文化を軽視する風潮、軽くなって

いく乾いた社会などと、つい愚痴が出てしま

庶民は、土地を「権門勢家」に形式的に寄付 います。

し、荘園として重税を避け、名目上土地の管理

人として自己防衛して行きます。 そうか自然界に身を委ねるのが一番か …。



西
谷
範
子

賑
わ
ひ
て
元
の
静
謐
五
日
か
な

野
仏
の
や
う
で
あ
り
た
や
午
の
初
春

阿
部
和
生

お
正
月
は
ど
こ
の
実
家
に
も
一
族
郎
党
が
集
ま
る
。

野
仏
の
表
情
を
見
て
い
る
と
ほ
っ
こ
り
と
し
た
気
分
に
な
る
。

迎
え
る
お
年
寄
り
は
大
変
だ
が
嬉
し
い
悲
鳴
が
聞
こ
え
る
。

今
年
も
穏
や
か
に
、
春
風
駘
蕩
で
あ
り
た
い
と
思
う
。

五
日
と
も
な
れ
ば
嵐
が
去
っ
て
静
か
な
日
常
が
始
ま
る

作
者
の
お
人
柄
を
垣
間
見
る
佳
句
。

八
木
順
一

鈴
木
末
一

七
草
を
待
ち
て
ぞ
子
ら
も
箸
伸
ば
す

睦
ま
じ
く
阿
吽
の
息
で
餅
を
搗
く

七
草
粥
。
正
月
の
馳
走
に
飽
食
す
る
と
、
食
指
が
動
く
。

子
ら
は
今
か
今
か
と
待
ち
わ
び
る
。

里
山

初
出
式
。
赤
米
・
黒
米
の
混
合
餅
。

爺
さ
ん
も
婆
さ
ん
も
満
足
気
。
一
家
団
欒
の
風
景
や
良
し
。

搗
き
手
と
捌
く
人
。
正
に
阿
吽
の
呼
吸
。

杵
の
音
が
里
の
静
寂
に
谺
し
て
正
月
気
分
最
高
潮
。

鈴
木
末
一

傘
寿
ま
で
あ
れ
も
こ
れ
も
と
思
ふ
初
春

冬
の
柿
残
り
福
か
と
目
白
来
る

は

る古
川
祐
司

高
齢
に
な
る
と
お
正
月
は
嬉
し
く
も
あ
り
嬉
し
く
も
な
し
。

作
者
は
傘
寿
を
前
に
し
て
エ
ン
ジ
ン
全
開
と
み
る
。

柿
は
秋
が
旬
。
こ
の
時
季
に
は
渋
柿
も
甘
く
化
け
る
。

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
調
和
が
肝
心
。

小
鳥
た
ち
に
は
絶
好
の
好
餌
と
な
る
。
自
然
に
は
無
駄
が
無
い
。

傘
寿
に
は
一
杯
や
り
ま
す
か
。

川
井
秀
夫

手
に
熱
き
七
草
粥
に
ど
や
餅
に

古
川
祐
司

年
明
け
に
祝
ふ
友
垣
蕎
麦
の
縁

初
出
式
。
七
草
は
万
病
を
除
く
と
言
う
。

ソ
バ
ク
ラ
ブ
新
年
会
。
老
舗
「
か
く
れ
み
の
」
に
参
集
。

ど
や
餅
は
奈
良
の
方
言
。
ふ
る
い
に
落
ち
た
小
米
を
使
う
。

こ
の
縁
は
蕎
麦
の
様
に
長
～
く
あ
り
た
い
も
の
。

め
で
た
め
で
た
の
野
趣
の
味
覚
。
美
味
、
美
味
。
裏
方
さ
ん
に
感
謝
。

み
ん
な
の
笑
顔
が
盃
に
揺
れ
る
。
吉
祥
、
吉
祥
。

川
井
秀
夫

天
馬
行
く
礼
者
の
集
ふ

寿

い
の
ち
な
が

樋
口
善
雄

柑
橘
の
注
連
に
さ
や
か
な
色
淡
し

し

め

。

平
城
山
の
仕
事
人
は
天
馬
に
及
ば
ず
と
も
地
を
駆
け
る
駿
馬
ば
か
り

し
め
縄
の
橙
は
宇
宙
の
象
徴
か
。
元
朝
の
冷
気
に

今
年
も
安
全
第
一
。
健
全
な
一
年
を
祈
る
。

身
の
締
ま
る
思
い
。

「
寿
」
は
俳
句
特
有
の
韻
律
。
礼
者
は
新
年
の
季
語
。

今
年
の
平
安
を
祈
る
や
切
。
淡
い
光
に
春
の
色
が
染
ま
る
。





ネイチャーなら第14５号（１３） 2014Feb.

アクセス

① ＪＲ平城山駅下車、東口から南へ徒歩10分

② 近鉄奈良駅・バス１３番乗り場

８：２７発、高の原行き（平日）活 動 予 定 日

③ 近鉄高の原駅・バス１番乗り場

８：３８発ＪＲ奈良駅行き（平日）２ ６（木） １３（木） ２０（木）

②③とも「佐保台西口」又は「平城大橋」月 ２７（木）

で下車 徒歩７分

６（木） １３（木） ２０（木）３

月 ２７（木）

◆ 場 所：奈良市奈良阪町・佐紀町の県有林 ◆ 携行品など：弁当、飲み物、

（ ）［ならやま会館前道路（ならやま大通り）の南側に 軍手 お昼に豚汁の提供あります

広がる里山林地］ ◆ 環境保護のため、お椀、箸、

◆ 集 合：現地ベースキャンプ地・午前９時

◆ 終了予定：午後３時

コップなどは各自ご持参下さい。 

◆ 連絡先：木村 裕 

２月６日 ２月２０日

伐採済コナラの薪・焼却用玉切り 伐採済コナラの薪・焼却用玉切り＜里山Gr＞ ＜里山Gr＞

枝葉整理、燻蒸処理 枝葉整理、燻蒸処理

春作野菜畑整備、堆肥つくり 第五地区 通路整備および竹林整備＜農園Gr＞

水路整備 シイタケイベントの準備

ＢＣ.、彩の道草刈り、竹きり 春作野菜畑整備、堆肥つくり＜景観Gr＞ ＜農園Gr＞

寒肥、剪定 苗床ビニールハウス製作

ならやま池の泥除去作業 たんぼ池周辺整備＜景観Gr＞

紫花菜間引き、施肥

ならやま池の入水２月１３日

伐採済コナラの薪・焼却用玉切り BC水路補強作業＜里山Gr＞

枝葉整理、燻蒸処理

２月２７日第五地区 通路整備および竹林整備

春作野菜畑整備、堆肥つくり シイタケイベントの準備＜農園Gr＞ ＜里山Gr＞

水路整備 春作野菜畑整備、堆肥つくり＜農園Gr＞

BC周辺整備、倉庫整備 苗床ビニールハウス製作＜景観Gr＞

山野草園整備 ならやま会館前整備＜景観Gr＞

ならやま池整備 草取り，桧扇水仙移植

BC水路補強作業
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行 事 案 内行 事 案 内

代表 川井秀夫今回は足湯を楽しむゆっくりコースです。

◆月 日 ： (火) 年を迎え会員の皆様方、本年もよろしく２月２５日 新

◆集合場所 ： 近鉄富雄駅西口 お願い申し上げます。

◆集合時間 ：９時４５分 本クラブも発足三年目を迎え、時代のヒー

（生駒からは40分着、西大寺からは42分着が ローたちが遺した旧跡を巡り、現代人の目で

あります） 謎と真相を追い続けて参りました。今年も、

◆コース：富雄川右岸→追分本陣→矢田子供の 昨年に続き『古代の渚を歩くⅡ』をキーワー

森(昼食)→榁木峠→小瀬・足湯(歓喜の湯)→ ドとして、多彩な年間計画を策定し、細部に

南生駒15時頃 ついては既にメールを通じご照覧いただいた

カモ・カワセミ・イソシギ、 事と存じます。

運が良ければタカ類に逢えるかな 歴史学者E・Hカーの名言『歴史は現在と過

◆持 ち 物：双眼鏡(あれば)・弁当・飲み物・ 去との対話である』を心に実践して来ました

が、高齢化が進む中で感動と思索を続け、心手拭(足湯のため)・寒さ対策 

◆担 当 者：勝田 均 身の高揚、脳細胞の活性化、知識の培養など

小田 久美子 余生のよすがとして頑張りたいと念じており

ます。

２０２０年はオリンピック イヤー。奇し

３月の例会は歴史文化クラブとの共催で くも日本書紀の編纂１３００年になります。「古

本クラブも有志の方々のお力をお借りして代の道・巨勢道とつらつら椿の里」を訪ねます。

万葉集に「巨勢山のつらつら椿つらつらに見 更なる発展を目指して参ります。会員各位の

つつ偲ばな巨勢の春野を」と歌われている巨勢 ご協力を切にお願い申し上げます。

の道は、古代の大和・吉野から紀水門（きのみ 新しく入会の方は、事務局 古川 祐司氏宛

。なと）を結ぶ幹線道路、紀路の一部でした。こ お申し込み下さい

こを本拠とした巨勢氏は、６世紀全盛を誇り、

巨勢山古墳群には７００以上の古墳が集まって

います。例会では、巨勢寺跡、つらつら椿の阿

吽寺、蘇我蝦夷の墓という伝承の残る水泥池古

墳、葛木御歳神社、船宿寺を巡り、やぶ椿が彩

。る自然を満喫しながら早春の巨勢道を歩きます

多数の皆様のご参加をお待ちします。

◆日 時：３月２５日（火） ９時３０分 

◆集 合：近鉄吉野線 葛駅改札口

◆連絡先：古川祐司



ネイチャーなら・第14５号（１５） 2014Feb.

今年も多くの方々から

◆日 時：平成2６年1月７日（火） 年賀状を頂戴した。そ

17：00～20：20 の中で二通の年賀状を紹介しま

◆場 所：奈良市中部公民館 す。先ず、一通目は「人間は直線をつくり、

◆出席者：幹事１７名 顧問２名 自然は曲線をつくる。人間が悩んだり苦しむ

◆案 件： のは、人間は、はよはよとあわてすぎる。直

。 」①会員動向、会計報告（会員は１４７名） 線ばかり行きたがる さあ一息飲んで回り道

②例会、自然教室、ならやま等の活動報告 二通目は 「シニア世代でも夢を持ちたい。夢、

③H26年度グループ別予算要求について で終わってもいい。人生それだけ豊かになる

④H26年度例会月別計画の策定について のだから。楽しいふれあいと生き甲斐を求め

⑤Ｈ26年新春講演会について て、日々を綴っていこうと思う 」お二人とも。

⑥シニア自然大学校進路ガイダンス 大先輩で、仏にお仕えされている方と意気軒

、 。⑦ネイチャーなら２月号の編集について 昂 リーダーとしてご活躍されている方です

⑧1～３月の行事予定の確認、その他 日々目標を持ちつつ、課題解決に勤しむこ

以上 との大切さを教えられました。

私たちの活動も、アクセルの踏み

っぱなしではなく、時にはサイドブ

レーキをしっかりと引き、息を整え境 寛

西行法師は、武家の生まれで鳥羽院の北面 ることも大切ではと思います。

の武士として奉仕していたが出家、平安期～ 「農園Ｇ」から「エコ・ファームＧ」

鎌倉時代初期かけて活躍した歌人で、一時吉 に名称を改めます。種を蒔き育苗にチ

野に住んでいたとされるのがこの西行庵です ャレンジします。興味関心のある方、。

吉野は、春は桜、秋は紅葉のスポットとし ならやまへお越しください。何事にも「チャ

ても有名ですが、冬の葉を落とした木々の下 レンジ 「チャレンジ」です。 （里山人）」

を歩くのも結構明るく、静かで心が落ち着く

ところです。

◆１月号【答】宇奈多理坐髙御魂神社

うなたりにいますたかみむすびじんじゃ

◆２月号の締切日：２月２日（日）

◆応募方法：メール又はファックス

会報誌［ネイチャーなら］・第１４５号

発行：奈良・人と自然の会

会長 藤田秀憲

http://www.naranature.com
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３ 月号の印刷・発送予定について

日時：平成26年２月２８日(金)am９:00～於 

：奈良市ボランティアセンター

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

編集チーム・代表 鈴 木 末 一
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